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教育実践プロジェクト

･･全国規模で取り組まれた3つの試み･･S

凵本の学校教育におけるインターネット活JI」を川的とする教

育実践プロジェクトは、以ドの4 種類に人別することができる、

１　全国規模の取り組み

２　地域に根差したコミュニティ活動

３　国際的な交流を目的とする試み

４ 特定のテーマや関心事に取り組むグループワーク

ここでは、4つ の種類のうち「令IEI規模の取り細み」につい

て紹介する

1=･　全 国規模の先駆的プロジェクト

令国規模の取り組みとしては、以 ﾄﾞの3つ のプロジェクトに

おける展開が[|､冫つ　これらはいずれも囗本における先駆的な

教育実践プロジェクトであり、1997 年 においてもそれぞれのプ

ロジェ クトをベースとした教育現場での活発な実践が繰り広げ

ｙ　　られた。

（1 ）新１００校プロジェクト

ネットワーク利川環境提供事業 口00校プロジェクト）は、文

：　　部竹と辿|徇産業省が|嶌力して、［1本の小中鳥校をインターネッ

トに接続する［］的で1994 年皮からスタートした事業である｡､令

国のＨ| 校の学校および施設が接続対象とされ、専川川線や

j　　ISDN を利JI』したダイヤルアップ接続などが提供された､11997 年

度からは、100校プロジェクトの発艇刷として、高度ネットワー

ノ　　ク利川教育実証事 袰（新100 校プ ロジェクト）を スタート　新

j:　　100校プ ロジェクトでは、国際的な活Jlj、活動の地域における艇

］　 開、帖 報技術の高度化、といった3つの視点を収棍して、インタ

ｊ　　－ ネットの川線提供だけにとどまらず、学校教育におけるイン

ターネット接続後の実践的な活用支援のあり方を探っている1

行政iﾓ導 明としては、|| 本初の全国的かつ人規模な･lfl として

ム　　内外の注|| を得ている｡ 学 校へのインターネット接続を先駆的

ｙ　　に取り糾むことで、学校のインターネット接統の優れたあり方

ソ　　を考える小唆を与えた実践プロジェクトである。

関連ホームページ:hUp: …………､､･ww.cec.or.jp

（２） こ ねっ と ・ プ ラ ン

に ねっ と ・プ ラ ン は 、 文 部 省 の 協 力 の ド、 川 本 電 信 電 話 株 式

会 社(NTT) な ど50 を 超 え る 企 業 ・ 団 体 ・ 佃 人 の 会 口 か ら な

く　　る こ ね９ と ・プ ラ ン 推 進 協 議 会 が 行 う プ ロ ジェ ク ト で あ るI　学

レ　　校 か ら の イ ン タ ー ネ ット 利 川 お よび マ ルチ メ デ ィ ア の 活 川 支援

フ　　をll 的 と し て 、1996 年 に ス タ ー ト し た 、 令 川 の1.014 の 小 中 鳥

］　 校 な ど が 参 加 し て お り 、 参 加 校 にISDN を 使 っ た イ ン ター ネ ッ

1=:‥　　卜 接 続 の 財 政 的 な い し は 技 術 的 な支 援 を 行 っ てい る ほ か 、 テ レ

ｊ　　ビ 会 議 シ ス テ ム(Phoenix) の 貸 与 や 、 実 践 サ ポ ー ト の た め の

ホ ー ム ペ ー ジ の 用 意 、 笘 名 人 を 迎 え た オフ ラ イ ン の セ ミ ナ ー な

ど も 積 極 的 に 実 施 し て い る 。 行 政 の 支援 を 得 た民 間iﾓ 導 型で あ

デ　　る こ と と、 かつ 日 本 で 最 も多 く の 参 力||校 を 抱 え る 教 育 実 践 プ ロ

:レ　 ジ ェ ク ト と し て 注 川 さ れ て い る 。100 校 プ ロ ジ ェ ク ト の1〔〕倍 と

］　 い う 人 規模 な 実 践 サ ポ ー ト の 実 験 的 な 取 り組 み を 通 じ て 、 令 て

１　　の 学 校 が イ ン ター ネ ッ ト接 続 を 迎 え る 時 に 検 討 す る べ き 課 題 を

よ り 鮮|り」に 浮 き 彫 り に し た 、

ス　　　　　　　　 関 連 ホ ー ムペ ー ジ:http: ……………､、･､4.･､､･｡､､･nn.or.jp wnn-s
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(３) メ ディアキッス

メデ ィアキッスは、｢r･ど もたちをiﾐ役にしたコンピュータ・

ネットワークによる学校間交流｣ をテーマに、1994 年からスター

トしたプロジェクトである。 1996年からは、アップルコンピュー　　y:

夕など2011:を超える企業や間体が協賛するメディアキッス・コン

ソーシアムが設立され、現在では100 校余の学校がメディアキッ

ス参加校として登録されている、このプロジェクトでは参加校

の了ども、教師、父母などに対して、インターネットllで 利川

11f能な電r 一掲示板システム( ないしはコミュニティウェ ア) を　　フ

提供し、そのシステムを活JI』したバーチャルなコミュニティを

ベースとした多様な実践活動を重ねている　 民問の支援を得た

ＮＰＤの性格を持ち、|| 本におけるネットワークを活川した学校

教育の最も先進的な収り細みを繰り広げてきたと言える　 メデ

ィアキッス参加校による実践の成米は、インターネットの利川

がヽliたりまえになる時代に川題になるであろう、取り組みの難　　１

しさとそれを乗り越えるための課題を提供したことと、iえる

関連ホームページ:h ｕp:　www.mediakids.or.jp

各プ ロジェクト比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‥

令国規模のプロジェクトが提供しているインターネットの利　　ゾ

川環境を比較すると､資料4-1-19 の ようにまとめることができ

る

この表を兒ると、いずれのプロジェ クトも

・ダイヤルアップが主流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ

・校舎内ＬＡＮ整備へのサポートがほとんどない　　　　　　　　 ：

という特徴がある 尸丸は、この2 つの点が、学校におけるイン　　ｊ

ターネット教育実践の足かせとなっている

快適な利用環境 整備の必要性　　　　　　　　　　　　　　　 ＝

ダイヤルアップという接続形態を採川する限り、1111線 速度が　　＝

遅く、また同時に多数の生徒が インターネットを利川できる環

境を幣えることが困弸である、職il 室にある1 台のパソコンだ

けがインターネットに接統III能であるというケースも多い　つ

まり、全ての学校へのインターネット接続を実施する際に、こ　　：

れまでの||本の教育実践の典型的な利川環境整備と同じ方法を　　日

採川してしまうと「学校はインターネットに接続されたが、見

帝・生徒が利用できない」、「利月」に人きな制約がかけられる］　:=

こ とになる

97年12 月から98 年凵」までに行われたこねっと・プラン参加

校の利川状況調介によれば、 インターネット接続端 末放は、

38.5% の学校が「1台」であり、5台以 ﾄ が゙ 令体の78 ％を占めて　　ｻ=

いることがわかった、こねっと ープランが学校に提供している　　y.

インターネット接続形態はISDN 川線を使ったダイヤルアップ

であり、この方法を令国規模で実施すると「校長室や職Ｕ室だ

けからの接続」が凵本中にまん延してしまう｡･jt態が予想される。

学校へのインターネット接続回線は、ダイヤルアップではな　　：

く、なるべく高速な常時接統の川線でなくてはならない｡ しか　 ソ

し政府は、通信費やインターネット接続抖として約81億 円のＦ

算措117を検討中であり、それを叭純に･1万 校で割算すると、1 校

肖たり年20万円の予算ということになる　 この予算規模だと、

１３０



資料4-1-19　教育実践プロジェクト比較

100 校プロジェクト こねつと・プロジェクト メディアキッス

参加校 111 校 約1,000 校 約100 校

推進団体 情報処理振興事業協会及び

韭コンピュータ教育開発センター

こねつと・プラン推進協議会 メディアキッス・コンソーシアム

接続形態 3割 が64kbps の専用線

7割 がダイヤルアップ

ダイヤルアップ ダイヤルアップ

テクニカルサポート 各種ガイドブック、講習会など ホームページでの案内や質問、

講習会、ビデオ配布など

電子メール、電子会議室や電話に

よるサポート

サーバーマシン環境整備 各学校に1台 プロジェクトベースで限定的に実施 プロジェクトベースで限定的に実施

クライアント環境整備 各学校に1台 プロジェクトベースで限定的に実施 ソフトウエアの配布などを実施

LAN 環境整備 特になし 特になし 特になし（1 校のみ）

実践サポート企画 主催者側の企画提案と自主企画 主催者側の企画提案と自主企画 参加者による企画提案で実施

現在の凵本のｰ 般 的なインターネットの引|」線接続料金はまか

ないきれない。Ｆ算を川やすか、プロバイダーの料金の仙ドげ

：　　を期待するか、さもなければ、別の接続形態を採川しなくては、

＝　　たとえば】｡5MbpSといった鳥速の引lj線接続を令ての学校に実

施することは不ll」’能である　 川 本教育新聞」（97年Ｈ 月2211 ・

29 凵合併誌）の記 訓こよると、令国の学校での インターネット

1.　　利川に際しては、「デジタル川線（ISDN 、61kbpS ）の ダイヤル

＼　　アップでの利川］を想定したＦ算が8 】億円の算出根拠と紹介さ

れている　なお、|| 本が学校でのインターネット川線使JI伴|･と

して、現在のダイヤルアップIP 接続を利川する程度のｆ算しか

：　　川意できなくとも、2001 年 までに囗本の インターネットの接続

科金が米国並みに安くなれば、この問越が解消されてしまうと

テ　　いうことも理解しておかねばならない｡

ＬＡＮ環境の整備の必要性

川線利Jljのための卩算を増やしたり、料金そのものが安くな

れば、それだけで充実したネットワークの利JI」環境を整備でき

Ｌ　　るかというと、必ずしもそうとはｊえない｡ インターネットの

利Jlj環境の樫備には川線のほかに、必要な台数の新しいパソコ

ｊ　　ンの導人、校内のL ΛＮ整備などが必要である　 囗本の学校で

利Jljす る パソコンの整備は着実に進められているが、校内

LΛＮ整備については、未だにその計画すら|り」確ではない

］　　L ΛＮ環境を整備しないと不1 一分である｡｡ 晉教室ペホ|､Iはli、

T　 、講唯なと气 校内のいたると･ころにL ΛＮの配線をし、帖 報コン

フ　　セントを､に６゛j:す る必要がある。これを実施しないと、学校の中

のごく限られた場所にある|凝られた数のコンピュータからしか

インターネットを利川できない､、こねっと・プラン参加校にお

いて、校内ＬＡＮの設置ありと答えた学校は44.1% だが、 淬辿教

ミ　　室においてインターネットを利Jljで きる端末があるのは、わず

:｡　　か6.5％に すぎなかった 、つまり5割以 しの学校にはL ΛＮ配線が

、　なく、たとえＬＡＮがあるとしても、肥線が教唯にまでiiilい て

いないのだ（資料4-1 -20)

ト　　バーチ ャル・コミ ュニティ作りの必要性

ル　　　　グローバルでオープンな特質をもっ インターネットを、その

まま学校に持ち込んだ場介、インターネットの持つ影の部分に

最人|災の注意を払わなくてはならないだろう　ｆどもたちの教

介の場には、 インターネットでっながれた外刄との間に、しか

プ　　るべきフィルターなどによる防御壁が必要で、かっ ネチケット

；　　教育も人切である。さらに、積極的に取り組むべき小柄に関し

てのガイドラインが必要であるという意見も根強い-

Ｌ　　　ところが、前述の実践を通じて我 々が学ぶべきポイントは、

こ　　学校でのインターネット活JI｣に際して禁|llされがちな･μ項を整

1=　 理 整頓し、さまざまなリ スクを心配して先ｆを打つことだけで

ｊ　　は不| 一分であるということだろう。そうした対応策とは別に、

進んで利||」すべき環境を積極的に整備する必要性があるI。

これからの凵本において、インターネットを活川した教台を

本格的に スタートさせるllで もっとも肝心なことは、バーチャ　　：

ルなコミュニティを多く作り|こげてゆくことであろう　 さまざ

まな電ｆ的な活動窄間に、賢なるいくっ もの学校の教師、唯徒、

時には父ほが参加し、さらには地域の人々やボランティアが協

力するといった形で、優れた学びのコミュニティを|コニく作り

llげ、それをベースにｆどもたちの学びの実践が繰り広げられ　　：

る形が望まれる｡

こうした考えは、［メデ` イアキッズ］のような実践プロジェ

ク 】ヽにおいていちlll,く収り入れたものであるが、行政サイドに

おいてもようやく認識が深まりつつあるIバ|` 成10 年1 月に総務

庁jljC少年 対策本部が収りまとめた「Il」`少年問 題の現状と対策　　＝

〔ず成9年 度版ly 少年自､l:=〕」 の第Zl.`;戈「 今後の施策の方向性」

において、Iljl少年問題審議会の意見具申として、インターネッ

トのようなネットワークへの「ll」1少年の参加を抑えることは、

IljC少年の意欲の自然に赴くところに逆行するばかりでなく、社

会の変化の方向にも逆行することになるとの認識の ﾄ 、゙lljl少年

のバーチャルコミュニテ ィー などへの参加を人胆に進めるこ　　ミ

とが必要である」との指摘がなされている、

(新 谷 降 ・ 国 際 人 学ＧＬＯＣＯＭ.)

資料4-1-20　こねっと･プラン参加校におけるＬＡＮの設置状況　 し
(学校数の比串)

ｒ 詈771こねっと’プフン利用状況調査結果をπに作成　　 で
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